
津市産業・スポーツセンターの 
再設計、再積算の結果について 

平成２６年１月３０日 



主な見直し 

 取組①－１ 再設計、再積算結果の受理 

規模・機能を損なわない範囲での見直し 
計画通知の変更が不要な範囲での見直し 
 

施工実績が豊富で対応可能者の多い仕様に変更 
施工手間が軽減でき、汎用品を使用し材料入手が容易な仕様に変更 
意匠性を維持 

平成25年11月21日、設計会社（㈱日建設計）に再設計、再積算を行うよう指示 

設計会社から平成２６年１月２９日に再設計、再積算結果を受理 

再設計の考え方 
！ 

！ 

再設計結果 

屋根  屋根材質の仕様変更 （ステンレス鋼板 ⇒ フッ素ガルバリウム鋼板） 

内装  内装仕上材の仕様変更 （メインアリーナ吸音壁の仕様変更） 

外装  ひさし材質の仕様変更 （アルミスパンドレル ⇒ けい酸カルシウム板） 

 



（１回目）工事費 ８０億円 

工事費 １０５．３億円 

 消費税及び地方消費税（５％） ４億円 

消費税及び地方消費税（８％） ０.４億円 

再設計による減額分 ３億円 

（２回目）工事費 ７７.８億円            

資材単価及び施工費の上昇分 

２８.３億円 
消費税及び地方消費税（８％） ６.２億円 

別途工事とした分離分 ５.４億円 

資材単価の上昇分 ３.２億円 

資材単価・施工費用の上昇 

計 ８４億円 

計 ８９.８億円 

計 １１３.８億円 

 取組①－２ 再設計、再積算の結果 

工事費 

上昇率 ３５％ 

平成２５年１１月入札 
※資材単価の上昇分調整 

※当初設計 

平成２５年８月入札 

平成２６年１月時点 

    消費税及び地方消費税（８％） ８.５億円 



 取組② 

設計会社（㈱日建設計）の再積算の確認報告 
（平成２６年１月３０日） 

①～③により現時点での再積算は適正であると確認 

第三者機関（（公財）三重県建設技術センター）による積算内容の確認 

① 再見積りの市場性を調査し、妥当性を考察 

② 再見積りの内容、金額の確認と精査 

③ その他の積算単価を含む積算内容を考察 



 取組③ 全国における不調事例の分析 

公共工事不調事例 ５２件 を調査 

１回目の 
入札結果 

応札なし 
不調２４件 

参加申請なし  ６件 

入札辞退   １８件 

１者応札       ３件 

予定価格超過 ２５件 

応札あり 
不調２８件 

２回目以降での落札件数 ２３件 落札に至っていない件数 ２２件 

全国事例の 
取り組み内容 

予定価格の増額 （再見積りによる最新資材単価の見直しと労務費単価の見直し） 

 
工事内容の見直し （予定価格は変更せず、一部を別途工事） 

工期の期間延長 
共同企業体（ＪＶ）構成及び実績要件の変更 
入札方法の変更 （総合評価方式を一般競争入札に変更） 

不落随意契約 （最低応札者との協議により予定価格内での随意契約） 

予定価格の増額割合 最高６７．７％ 最低３％ 

このうち４５件が契約に至らず 



 国土交通省による公共事業の円滑な施工確保対策 



 今後の対応 

対応① 

対応② 


